Later sleep schedule and depressive symptoms are associated with usage of multiple kinds of hypnotic by 志村 哲祥
           学 位 論 文 審 査 要 旨  公開審査日 2016年 6月 22日（水） 
報告番号：甲 第  1696  号 氏名：  志村 哲祥 
論文審査 
担当者 
主査  教授  井上  茂   印 
副査  教授  林 由起子   印 
副査  教授  濵岡 隆文   印 
審査論文の題目：Later sleep schedule and depressive symptoms are associated with usage of multiple 
kinds of hypnotics（睡眠薬多剤併用は睡眠相の遅延とうつ症状と関連している） 
著 者： Akiyoshi Shimura, Yoshikazu Takaesu, Sayaka Aritake, Kunihiro Futenma, Yoko Komada, and 
Yuichi Inoue 
掲載誌：Sleep Medicine (in press, 2016) 
論文要旨： 
【目的】睡眠薬に起因する様々な有害事象が報告されているが、臨床的なセッティングでの調査が多く、
多剤併用の問題について報告した研究、一般人口を対象にした研究の報告は少ない。そこで、インター
ネット調査を用いて一般成人を対象に多剤併用に関連する要因を検討した。【方法】インターネットによ
る横断調査の回答者 10016名のうち、主観的な不眠を有する 1030名を分析対象とした。対象者を睡眠薬
非使用群（833名）、単剤使用群（96名）、多剤使用群（101名）に分類し、年齢、仕事の有無、睡眠相、
睡眠時間、不眠症状（Pittsburgh Sleep Quality Index）、抑うつ症状(Center for Epidemiological Studies 
Depression Scale)、健康関連 QOL(Short Form-8 Health-Related QOL)との関連を多重ロジスティック
回帰分析にて検討した。【結果】単剤使用と関連する要因は性別（女性であること）、年齢（43歳以上）
であった。多剤併用と関連する要因は睡眠スケジュールの遅延（オッズ比：2.38,p<0.001）と、抑うつ
症状（オッズ比：2.41,p<0.001）であった。【考察】睡眠薬多剤併用は、睡眠スケジュールの遅延を伴う
者、抑うつ症状を有する者において、十分な健康問題の解決に役立っていない可能性がある。これらの
症状を複合的に評価して、治療法を選択する必要性が示唆された。【結論】不眠症状を有する一般成人に
おいて、多剤併用患者の背景要因は、睡眠薬非内服者、単剤内服者と異なることが明らかとなった。 
 
審査過程： 
1. 研究の背景について適切な説明がなされた。 
2. 睡眠薬多剤併用に至る治療の現状について適切な回答が得られた。 
3. 本研究のオリジナリティについて適切な回答が得られた。 
4. 本研究から得られる示唆について適切な説明がなされた。 
5. 研究の限界点と得られる結論について適切な説明がなされた。 
 
価値判定： 
本研究によって、睡眠薬を多剤併用する者の特徴が明らかとなった。従来の治療方針では十分な改善
に至ってない可能性を示唆する結果であり、不眠症治療法、治療薬の選択に資する知見が得られている。
よって学位論文としての価値を認めた。 
 
 
